
耐震安全性評価報告書の再点検について（追加報告）概要

①入力根拠書や入力データは、並びやフォントを統一
し、大きな文字で紙出力する。
②組織管理者は、担当者と十分コミュニケーションを
取り業務量を把握した上で、解析者の適正な人員配
置を計画、実施する。
③「入力根拠資料」を見やすくまとめた「入力根拠書」
の作成方法をルール化する。これを含み入力手順、
要領をマニュアル化し、活用する。
④解析担当者が解析業務（特にデータ入力作業）に集
中できるような環境作りに、組織的に取り組む。
⑤解析担当者、審査者、組織管理者は、事前に解析
実施計画を協議し、スケジュールに無理がある場合
は、客先にフィードバックして適正条件を確保する。
⑥客観的にデータを確認できる仕組みを構築する。不
具合事例を記録に残し情報共有するとともに、社内
教育を徹底する。
⑦トリプルチェックをルール化し、チェックリストを用い
て徹底する。
⑧審査者は解析結果の判定により入力データ間違い
を判断する手法に加え、担当者のトリプルチェック実
施状況を確認する。

○委託先の再発防止対策への取り組み状況を確認するとともにその有効性を検証し、必要
に応じて改善措置を講じさせる。
○建屋解析を委託する他の会社へ再発防止対策を情報提供し、必要な改善を促す。

問題点の抽出
要因の分析 再発防止策

・モニタ画面が
見にくかった。

・解析を実施す
る要員が不足
し、適切な配
置がされてい
なかった。

・適切な入力手
順が確立され
ていなかった。

・入力データに
間違いがない
と思い込みが
強かった。

・審査者の適切
な確認手順が
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・ダブルチェック
の仕組みがな
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・解析担当者
がデータを
誤って入力し
た。

・入力データ確
認時に解析担
当者が入力誤
りを発見でき
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・解析結果や
報告書確認時
に解析担当者
や審査者が入
力誤りを発見
できなかった。
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今回の追加報告
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根拠が明確である
か確認（全データ）

業務担当外の者
による確認

新たに強化するチェック体制

新たなチェック体制

根拠が明確である
か確認（2人で確認）

業務担当外の者
による確認

入力が正確にされて
いるか確認（2人で確認）

添付資料

８月２２日の報告以降、委託先において行っていた、問題点の抽出、要因の分析および再発防止策について
追加報告をするよう原子力安全・保安院から指示を受け、本日報告するものである。

概要


